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平成 20 年 12 月期中間の特別損失の発生ならびに 

業績（連結・個別）予想の修正に関するお知らせ 
  

平成20年12月期（平成20年１月１日～平成20年12月31日）の中間期において減損処理に伴う特別損

失の発生をお知らせするとともに、平成20年12月期の中間（連結・個別）業績予想について、平成20

年２月14日に公表した業績予想を下記のとおり修正いたします。 

記 

１.特別損失の発生 

(１) 特別損失に至る経緯 

更なる資産の有効活用を図る目的で、駐車場として利用していた既存取得用地を将来的に売

却する方針を決議したため、資産健全化をはかる観点から、次のとおり減損処理を実施いたし

ました。 

(２）平成 20年 12 月期の中間期における特別損失の総額 

・減損処理の総額  １１４百万円 

２．平成 20 年 12 月期 中間連結業績予想の修正等 

(１) 中間期（平成 20年 1 月 1日～平成 20 年 6月 30 日） 

                                    （単位：百万円、％） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 中 間 純 利 益

前回予想（Ａ） ２,２００ ３００ ３２０ １７０ 

今回修正（Ｂ） ２,２５３ ３２６ ４５４ １４６ 

増減額（Ｂ－Ａ） ５３ ２６ １３４ △２４ 

増 減 率 ２.４％ ８.７% ４１.９％ △１４.１％ 

 

(２) 修正理由 

売上高につきましては、順調に受注が獲得できたため、ほぼ計画どおり 2,253 百万円（当初

予想比 53 百万円増）となる見込であります。 

経常利益につきましては、順調な売上高と営業利益の確保に加えて、海外投資先からの受取

配当金が当初見込比 88 百万円増と大幅に増加したため、454 百万円（当初予想比 134 百万円増）

となる見込みです。 
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中間純利益につきましては、減損処理（114 百万円）を実施したため、146 百万円（当初予

想比 24 百万円減）となる見込みです。 

 

(３) ご参考：前期の連結実績（平成 19 年 1月 1日～平成 19年 12 月 31 日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 中 間 純 利 益

中間期（1/1～６/30） １,２４６ ５１ ９９ ４９ 

通 期（1/1～12/31） ３,０８６ ２５１ ３２２ １７５ 

 

３．平成 20 年 12 月期 中間個別業績予想の修正等 

(１) 中間期（平成 20年 1 月 1日～平成 20 年 6月 30 日） 

                                    （単位：百万円、％） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 中 間 純 利 益

前回予想（Ａ） ２,０００ ２５０ ３００ １６０ 

今回修正（Ｂ） ２,０６８ ２８８ ４２８ １２９ 

増減額（Ｂ－Ａ） ６８ ３８ １２８ △３１ 

増 減 率 ３.４％ １５.２% ４２.７％ △１９.４％ 

 

(２) 修正理由 

  中間連結業績予想の修正理由と同じであります。 

 

(３) ご参考：前期の個別実績（平成 19 年１月１日～平成 19年 12 月 31 日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 中 間 純 利 益

中間期（1/1～６/30） １,１６１ ４８ １０６ ５３ 

通 期（1/1～12/31） ２,９０４ ２１３ ３０７ １６６ 

 

４．通期業績予想の修正等 

  なお、通期（連結・個別）業績予想につきましては、現在検討中でありますため、検討が完

了次第、改めてお知らせいたします。 

 

＊上記の業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報により作成しもの

であるため、実際の業績は今後の様々な要因によっては、予想数値と異なる場合があります。 

以 上 

 


